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情報の共有と議論の場を政策形成サイクルに入れ込む
ことで、限られた財源で公共サービスを有効に活用した

自治体運営を目指す

情報の共有
予算書を事業別方式に改める
評価を予算の事業とリンクさせる
Ex 事業別予算、事務事業評価etc

議論の場
事業別の予算と評価により事業のフィードバックを行う
Ex 事業仕分け、予算・決算審議etc

この発表での結論



地方自治体の現状

２００７年度における地方自治体の財政状況
（47都道府県、1,793市町村、23特別区、108広域連合、
1,373一部事務組合）
歳入９１兆１８１４億円（前年度３，４６９億円の減）
歳出８９兆１４７６億円（前年度６３０億円減）
→8年連続して減少

経常収支比率は９３．４%となっており、過去最も高い水準にある
自治体の普通会計が負担すべき借入金残高１９９兆円、前年
度１兆円の減

平成21年度地方財政白書より



京田辺市の財政状況

歳入・歳出が平成18年度・19年度と200億円を下

回る。

平成20年度・21年度は200億円を上回ってい
るものの、その内訳としては、地方税が平成２１
年度は約２億５千万、平成２２年度は約１億円の減
少。

市債は平成２１年度で前年比１３億円の増加。

経常収支比率は95% 京田辺市決算カード参照

厳しい財政状況にある



今後の自治体運営の方向性

以前は右肩上がりの財政状況であり、増額していく
歳入をどう配分するかが自治体運営であった

昨今は右肩下がりの財政状況を受けて、限られた
財源を公共サービスにどう配分するかが課題

そのためには事業の選択と集中に取組む必要があ
り、市民・議会・行政が議論することが重要



論点整理

予算書の問題（情報の共有）

従来の予算書は款項目節による区分であり、各事業ごとの人
件費を含んだフルコストを把握することができない

成果の問題（情報の共有）

事業の成果が予算編成過程における事業とリンクしていない

成果のフィードバック（議論の場）

コスト・成果が次年度以降の予算編成に反映されていない



款項目節とは

 款項目節とは地方自治法施行規則１５条等により款・項・目の行政目的ごと
に分類し、さらに経済性質別に節と区分することが義務付けられている

 実際の予算決算書は歳出経費別に第１款議会費から第１４款予備費まで
分類されている

 議会が議決できるのは款項のみ、目節は対象外。

→仮に目節で流用があっても、款項の数字を変更しなければ議会はチェ
ックすることができない

しかし

これでは自治体予算のマクロはとらえることができても

ミクロの視点では捉えられない



予算書の問題点①



予算書の問題②

従来の自治体予算は款項目節により区分されているため、マ
クロの視点で見ることはできるが、ミクロの視点、つまり個々の
事業をみることはできない。

よって事業別の予算書に改めることが必要である

性質別の予算書から事業別の予算書へ



予算書の問題点③



成果の問題①

事業の成果が予算編成時の事業とリン
クしていない。

事業全体の成果をつかむためには、
事業別のフルコストに加えて、その事
業がどれくらいの実績を挙げたのかを
把握することが重要である。



成果の問題②



成果結果のフィードバック（議論の場）

コスト・成果が次年度以降の予算編成に反映され
ていない

事業別のフルコスト・成果を参照しながら、行政が
行った事業の検証を行う。検証した事業を次年度
の予算編成時において活用する。

そこで、私たちは「議論の場」のモデル案を提案
する。



モデルケース

 参加者

全議員・担当職員・市民・外部専門家

 実施期間

予算編成が始まる9月から2月にかけて、議論を並行し

ておこなう

 対象事業

内部管理・事務的事業・維持管理を除く事業

 形式

市民に公開した形で行い、A班（民生部門）、B班（土木
部門）、C班（教育部門）といった班別におこなう



結論

以上、情報の共有と議論の場を
政策形成サイクルに入れ込むこ
とで、限られた財源で公共サービ
スを有効に配分する自治体運営
が可能になる。



京田辺市の取り組み

京田辺市の予算書は細目事業ごとに記載している

平成21年度より、事務事業評価の事業と予算にお

ける事業をリンクさせ、人件費を含めたフルコスト把
握することにより市民や議会に情報を共有させる仕
組みを行っている。

しかし、課題としてはそれを活かす仕組みがまだ整
備されていない

私たちのモデルケースを参考にしてほしいと考える。



ご清聴ありがとうございました


